子供の話　「良い羊飼いと悪い羊」　ルカ１5：６　　　Feb/25/2007
1． 昔々あるところに、良い羊飼いが羊を100匹飼っていました。良い羊飼いは、羊の群れを

よく管理していましたので、羊たちはいつもとっても幸せでした。
２．100匹のうち、99匹は幸せだったのですが、実は1匹だけひねくれた羊がいたのです。

　ひねくれ者の羊ヒネオは、いつも不満だらけ。

　ヒネオ「おい、お前ら、あいつが良い羊飼いだって？ へん、オイラは信じちゃいないね。
優しい顔をしてるのは、うわべだけさ。『どの羊だって愛してます』みたいな顔して
るけど、羊は100匹もいるんだぜ、一匹くらいいなくなったってわかるもんかい。」
他の羊「そんなことないよ、おじさんはいい人だよ。この中から1匹いなくなっただけでも、

　　　 おじさんならきっと探しに出かけるはずさ。」

3． ヒネオ「ふん、それならオイラが姿を消そうじゃないか。どうせオイラのことなんて、

探すはずないさ。それにオイラだって探して欲しくはないよ。あのうわべだけの

羊飼いと一緒にいるのも、お前たちといることも、全部嫌になったのさ。オイラは

出て行くぜ、森へ行くんだ。じゃあな、あばよ！」

　　他の羊「おいヒネオ、やめたほうがいいよ。森は怖い所だってウワサだよ。オオカミが出

るよ、熊が出るよ、いや、もっと恐ろしいケモノが出るかも知れないんだよ･･･。」
　　ヒネオ「そんなの、弱いやつらが作った作り話さ。森に行ったって、どうせなんにも怖い

ことなんて起こりゃしないさ。

そう言ってヒネオは森の奥へと行ってしまいました・・・。
４．「へへん、森は怖いなんて言ってたけど、何にも怖いことなんて起こらないじゃないか。

あいつらは臆病者なのさ。羊飼いともお別れだ、99匹の羊たちともお別れだ、ああ、もう

サッパリしたさ。オイラは森で一人で面白おかしく生きるのさ。」

5． ところがところが、森はどこまで行ってもただ木が立っているだけで、おいしい牧草も、

　　楽しい仲間も、優しい羊飼いのおじさんも、だ～れもおりませんし、な～んにもありません。

　　ヒネオは、だんだんだんだんさびしい気持ちになってきました。

6． やがて夜が来ました。森の夜は、恐ろしいくらいに静かで、真っ暗で、誰も何も助けてはくれません。あんなに強がっていたヒネオでしたが、とうとう恐ろしくなってしまったのです。

　「どうしよう、こんな森の奥まで来てしまった･･･。誰にも会わないし、食べ物もないし、
水もないし、ただただ真っ暗な森が続くだけだ･･･。あ～どうしよう、怖いよ、誰か助けて、あ～怖い、怖いよぉ、羊飼いのおじさん、助けて、助けてぇぇぇぇぇ･･･」

7． その時です、向こうから羊飼いのおじさんの声が聞こえるではありませんか！
　「え!? この声はおじさんの声？ まさか、おじさんが助けに来てくれたの？ おじさん、おじ

さん、あ～懐かしいおじさんの声だ！　おじさん、おじさん、おじさ～ん～～～～!!!!」

８．「ヒネオ～、どこにいるんだ～、いるんだったら返事をしてくれっ！ ヒネオ、ヒネオ、

　 かわいいヒネオ、どこだ、どこにいるんだ～！！」

　おじさんは、ずっとずっとヒネオをさがし求めていました。真っ暗な森の中を、ず～っと

探し回っていたのです。

9． こうして羊飼いのおじさんとヒネオは、森の中で出会うことが出来ました！

ヒネオ「おじさん、ごめんよ、ホントにごめんよ。」

羊飼い「もういいんだよ。それよりも、ともかく良かった。お前に会いたかったよ。良かった、本当に良かった！」

ヒネオ「おじさんには他の99匹がいるから、オイラのことなんてもう忘れちゃったかと

思っていたんだ。だからさびしかったし、おじさんが探してくれるなんて思っても

いなかったんだ･･･。」

羊飼い「何を言っているんだ。他の99匹ももちろん大切だが、お前は本当に大切な羊なんだよ。

だから私はお前を探し回ったんだ。でも見つかってよかった、本当に良かった！！」

10． 聖書の中には、こう書いてありますよ。
　「いなくなった羊を見つけましたから、いっしょに喜んでください。」ルカ１5：６
　羊飼いのおじさんが羊を愛したように、イエス様も私たちを愛していてくださいます。

　もしも私たちがイエス様を忘れちゃうようなことがあっても、イエス様は私たちを忘れたり、見離したり、見捨てたりすることは絶対にないんですね。これがイエス様の愛なんですよ。

１１．サングラスをはずしたヒネオの目は、キラキラと輝いていました！

「おじさん、オイラはもうサングラスなんて取って、みんなと仲良くするよ。そして、これからは、おじさんの言うことをきちんと守るようにするよ。」

　こうしてヒネオは、スナオ(素直)になりましたとさ。めでたしめでたし。おしまい。

